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中期経営計画の進捗及び見直しに関するお知らせ 

 

 当社は、2022 年２月 14 日公表いたしました「中期経営計画の進捗及び見直しに関する

お知らせ」において、添付資料のとおり進捗及び見直しをお知らせいたします。 

 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している

情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によ

り大きく異なる可能性があります。 

以上 
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中期経営計画の進捗_

22/2Qの予実差異／全社

◼ 第2四半期の経常利益は計画対比107百万円のマイナス、当期純利益は

計画対比1,094百万円のマイナスで着地
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22/2Qの全社予実差異 単位：百万円

※22/6（振替前）：「収益認識に関する会計基準」に対応する振替処理を行う前の数値を指す

実績 計画 予実差異

勘定科目 22/4 22/5 22/6
※22/6

(振替前)
22/2Q 22/4 22/5 22/6

※22/6

(振替前)
22/2Q 22/2Q

売上高 1,492 1,504 673 1,433 3,670 1,772 1,870 797 1,690 4,439 ▲769

売上原価 762 745 159 727 1,666 900 949 168 845 2,017 ▲351

売上総利益 731 759 514 707 2,004 872 921 629 846 2,422 ▲418

売上総利益率 49.0% 50.5% 76.3% 49.3% 54.6% 49.2% 49.3% 78.9% 50.0% 54.6% 0.0%

販売費及び一般管理費 898 859 648 843 2,405 882 861 637 854 2,380 25

営業利益 ▲167 ▲99 ▲135 ▲137 ▲401 ▲10 61 ▲8 ▲8 42 ▲443

営業外収益 64 189 490 490 744 1 1 351 351 352 392

営業外費用 1 2 60 60 64 2 2 4 4 8 56

経常利益 ▲104 88 295 293 279 ▲12 59 339 339 386 ▲107

特別利益 105 3 23 23 131 - - - - - 131

特別損失 2 0 1,166 1,166 1,168 - - - - - 1,168

税引前当期純利益 ▲2 90 ▲848 ▲849 ▲759 ▲12 59 339 339 386 ▲1,145

法人税等 6 7 30 30 43 11 20 63 63 93 ▲50

当期純利益 ▲8 84 ▲877 ▲879 ▲802 ▲23 39 276 276 293 ▲1,094



実績 計画 予実差異

勘定科目 22/2Q 22/2Q 22/2Q

いきなり！ステーキ事業

売上高 3,353 4,024 ▲672

営業利益 55 463 ▲409

レストラン事業

売上高 254 342 ▲88

営業利益 ▲29 22 ▲51

本社・その他

売上高 63 73 ▲10

営業利益 ▲427 ▲443 17

合計

売上高 3,670 4,439 ▲769

営業利益 ▲401 42 ▲443

中期経営計画の進捗_

22/2Qの予実差異／セグメント別
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• まん延防止等重点措置は解除された

ものの、お客様数の戻りが鈍く、売上

高は計画対比で下振れる結果となっ

た。

22/2Qのセグメント別予実差異 単位：百万円
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取り組み施策の進捗状況_3

施策 取組状況

P.4
1. 平日ランチの導入

セットメニューを手頃な価格にて提
供し、来店頻度向上により、売上拡
大を狙う。

テスト導入の分析を踏まえて、
立地別メニューを作成し、全店
舗にて展開中。

P.4

2. 原点回帰
いきなり！ステーキの原点に関する
施策に取り組み、ブランドの再構築
及び利益改善を狙う。

オーダーカットフェアを一部店
舗で展開中。

P.5

参照頁

P.73. 店舗リニューアル
新たな事業展開を見据えて、新規業
態の開発を実施。

かつき亭をリニューアルオープ
ン。

P.6

5. SDGsへの取り組
み

環境保全を目的としたメニュー開発
や、再生可能エネルギーを使用する
ことで、持続可能な経営を目指す。

再生可能エネルギー100％電力
を21店舗にて随時導入。

6. 他業態とのコラボ
レーション

シナジー効果を見込むことができる
業態とコラボレーションを行うこと
で新規お客様獲得を狙う。

ゴールドジムと連携した優待
キャンペーンを実施。

公式アカウントでの施策によるフォ
ロワー数増。情報拡散力の強化。

メディア発信に合わせた販売促
進・他社とのタイアップを実
施。Tiktokの運用開始。

4. SNS等、メディア
キャンペーン強化



取り組み施策の進捗状況_

1．平日ランチの導入
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【フードコート用メニュー】 【路面店他メニュー】

◼ テスト販売を経て、立地別の顧客層に合わせたメニューを作成し、

2022年4月20日（水）より全店舗にて展開



取り組み施策の進捗状況_

2.原点回帰
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◼ いきなり！ステーキの原点であるオーダーカットをより一層味わって

いただくために原点回帰フェアを実施

対象商品 マイリブステーキ、トップリブステーキ、

ミドルリブステーキ、サーロインステーキ、

ヒレステーキ

対象店舗数 6月1日～30日 15店舗

7月1日～ 56店舗

7月5日～ 58店舗（累計）

※実施期間 6月1日～30日

※実施期間 7月1日～8月31日



取り組み施策の進捗状況_

3.店舗リニューアル
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◼ 2022年4月11日（月）にリニューアルオープン



取り組み施策の進捗状況_

4.SNS等・メディアキャンペーン強化
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◼ キャンペーン情報などを随時投稿

・ 毎月29日（ニク）の日SNSキャンペーンを継続

・ 目標としていたフォロワー数10万人の達成

Twitter

・ 新たな情報発信コンテンツとして運用開始

・ 若年層への訴求と新規顧客の創造・来店誘致を狙う

Tiktok



各発電所

取り組み施策の進捗状況_

5.SDGｓへの取り組み
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電力会社切り替え

• 株式会社リミックスポイントが提供するCO2排出量低
減メニューである実質再生可能エネルギー100％電力
(CO2排出量ゼロ)を脱炭素社会の実現に向けて【いき
なり！ステーキ】の21店舗において、導入を随時開始

(対象店舗）

①仙台店 ②仙台吉成店 ③秋田東通店 ④岩手北上店

⑤近江八幡店 ⑥金沢福久店 ⑦福島天神店

⑧福岡東比恵店 ⑨ナフコ宗像店 ⑩ナフコ苅田店

⑪宇城店 ⑫小倉南店 ⑬太宰府店 ⑭出雲斐川町店

⑮東広島店 ⑯愛知蒲郡店 ⑰豊田四郷店 ⑱桶狭間店

⑲袋井店 ⑳名古屋大須店 ㉑静岡中島店

小売
電気
事業者

PFS

電気

非化石証書

電力

非化石価値取引市場

◼ 持続可能な経営を目指し、再生可能エネルギーの導入を始め、

今後も様々な取組みを実施予定



取り組み施策の進捗状況_

6.他業態とのコラボレーション
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ゴールドジム提携ご優待サービス

• 6月1日（水）からゴールドジムと連携した優待

サービスを開始

• 東京都内のゴールドジム会員のお客様を対象に、
いきなり！ステーキ対象店舗でお食事して頂くと、
お会計から5％を割り引き

〇タイアップ期間

2022年6月1日（水）～2022年11月30日（水）

〇利用可能店舗

東京都内のいきなり！ステーキ各店舗

〇ご利用方法

会計時にゴールドジムメンバーカード提示

◼ 新たなお客様の獲得を狙い、他業態とのコラボレーションを実施



今後の展開_10

1. 新生活様式対応

2. 各種キャンペーン
の実施

3. 新サービスの開始

新生活様式下に対応すべく、利用で
きるデリバリー業者の拡充や外販の
強化を行う。

お客様への認知向上・来店誘導を目
的とする。

定額料金を受領することにより、一
定期間のサービスを提供する。

施策

Woltの導入とQoo10への公
式ショップオープンが決
定。

ワイルドステーキ・生ビー
ル等アルコールのフェアを
実施。

定期券キャンペーンを実
施。

取組状況

P.11-12

P.13-14

P.15

参照頁



今後の展開_

1-1．新生活様式対応

11

Woltはフィンランド・ヘルシンキで2014年に創業したテクノロジー企業です。

「おもてなしの顧客体験」を軸に、業界高水準の配達効率、サポートチーム
による迅速なチャットサポートと温かみのあるおもてなし、地元で愛される名
店の多さを重視し、さらに適正テストに合格した質の高い配達パートナーが
安心できるサービスを提供しています。

◼ デリバリーの新プラットフォームとして「Wolt」を導入

Uber
Eats 出前館 menu fineDine

+



今後の展開_

1-2．新生活様式対応
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• 美味しいお肉を食卓でも楽しんでいただけるよう、オン
ライン購入もできる商品を展開し、Qoo10にいきなり
！ステーキ公式ショップをオープン

◼ インターネット総合ショッピングモール「Qoo10」に公式ショップを
オープン



今後の展開_

2-1.各種キャンペーンの実施
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ワイルドステーキお客様還元フェア

• 7月1日(金)より、ワイルドステーキを150g1000円の感
謝価格で販売

〇期間

2022年7月1日（金）～2022年7月31日（日）

〇対象店舗

いきなり！ステーキ全店舗

（いきなり！ステーキ柏店は除く）

◼ 2022年7月1日（金）より、ワイルドステーキを150g1000円の感謝価格で
販売



今後の展開_

2-2.各種キャンペーンの実施
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いきなり！夏のぐびぐびキャンペーン

• 7月10日（日）より生ビール・ハイボール・グラス
ワインの値引きキャンペーンを全店舗で実施

〇販売期間

2022年7月10日（日）～2022年9月11日（日）

〇販売店舗

いきなり！ステーキ全店舗

（高速道路内の宮原SA店・多賀SA店は除く）

◼ 2022年7月10日（水）より、アルコール類の値引きキャンペーンを
実施



今後の展開_

3.新サービスの開始
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いきなり！ステーキ定期券

• 定額料金を支払うと、最大1ヵ月の間、お食事1回
につきサラダ＆ライス＆スープ1回無料または、全
ドリンク1杯半額のサービスを受けることが出来る
定期券を販売し、来店頻度を高める

〇販売期間

第1回目 2022年8月1日（月）～2022年8月31日（水）

※9月以降も毎月販売を予定しております

〇使用可能店舗

いきなり！ステーキ全店舗

◼ 定額料金でお得なサービスを受けることができるいきなり！ステーキ
定期券を販売



上期 下期 通期
勘定科目 実績 修正計画 修正計画

売上高 7,207 8,123 15,330

売上原価 3,251 3,644 6,895

売上総利益 3,956 4,479 8,435

売上総利益率 54.9% 55.1% 55.0%

販売費及び一般管理費 4,755 4,789 9,544

営業利益 ▲799 ▲310 ▲1,109

営業外収益 1,096 138 1,234

営業外費用 73 13 86

経常利益 224 ▲185 39

特別利益 158 - 158

特別損失 1,203 - 1,203

税引前当期純利益 ▲820 ▲185 ▲1,005

法人税等 49 36 85

当期純利益 ▲869 ▲221 ▲1,090

通期の見通し_

◼ 上期は新型コロナの影響もあり、売上高が伸び悩んだが、下期には回復
を見込んでいる
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新型コロナのオミクロン株のまん延により新規感染者が過去最多となり、昨年度計画では

見込んでいなかったまん延防止等重点措置が実施され、2022年3月ごろまでは昨年度計画

水準まで売上高が回復しないことが見込まれます。

売上高が回復した場合の水準は昨年度計画を踏襲しつつも、回復するまでの期間について

見直しを行うとともに、牛肉価格の上昇を受けた販売価格の見直しを反映した計画への見

直しを行いました。

2Qまでの売上高が前回提出計画を下回ったこと、第７波の影響により国内感染者数が再

び過去最多を更新するなど2022年8月現在におきましても新型コロナウイルス感染症の

収束の目途が立っていないことから、新生活様式への移行によるお客様数の回復には更

なる時間を要するという前提で、3Q以降の計画を見直しました。

中期経営計画の見直し_
計画見直しの背景
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計画の見直しの背景（2022年8月時点修正計画前提）

2022年2月14日提出計画（当初計画想定）



21/12期 22/12期 22/12期 23/12期 24/12期

勘定科目 実績 当初計画 修正計画 修正計画 修正計画

売上高 18,950 16,841 15,330 16,979 17,318

売上原価 10,046 7,616 6,895 7,717 7,871

売上総利益 8,904 9,225 8,435 9,262 9,447

売上総利益率 47.0% 54.8% 55.0% 54.6% 54.6%

販売費及び一般管理費 10,317 9,390 9,544 8,944 8,989

営業利益 ▲1,412 ▲165 ▲1,109 318 458

営業外損益 2,687 626 1,148 ▲19 ▲19

経常利益 1,275 461 39 299 439

特別損益 ▲802 - ▲1,044 - -

税引前当期純利益 472 461 ▲1,005 299 439

当期純利益 387 216 ▲1,090 227 367

EBITDA ▲799 299 ▲598 626 766

中期経営計画の見直し_

今後の見通し／全社
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今後の全社PL見通し 単位：百万円

※22/12期以降の修正計画について収益認識基準の変更を行っております。
※主に売上高と売上原価、販売費及び一般管理費との間の相殺であり、利益項目に与える影響は軽微です。



最後に
19

第2四半期は、新型コロナウイルス関連の行動制限もなく客足の回復も見られており、アフ

ターコロナのお客様ニーズを把握し今後のメニュー展開を検討すべく、ランチメニューの導入

やいきなり！ステーキの原点ともいえるオーダーカットフェアの実施など新施策の投入を実施

してまいりました。

足下では、アフターコロナの新生活様式に対応すべくデリバリーや外販の拡充や、お客様の

定期的な来店を促進するための仕組みづくりを検討しております。第2四半期で実施した様々な

新施策にてお客様のニーズを再確認できたため、より幅広いお客様にご来店いただけるよう立

地別や店舗形態別のメニュー展開を予定しております。また、費用削減に向けて、本社におけ

るコスト削減なども実施予定です。

今後とも、安心してご来店いただけるよう衛生面の対策を引き続き強化しながら、より幅広い

お客様に来ていただけるように努力してまいります。

株式会社ペッパーフードサービス

一瀬 邦夫


